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中間期　業績について

（平成17年５月１日～平成17年10月31日）



中間経営成績のご報告
（単位：百万円）※連結中間期※

2004/10 利益率 2005/10 利益率 2005/10 利益率 計画比 前年比

実績(a) (%) 計画(b) (%) 実績（ｃ） (%) c-b c-a

売上高 5,809 - 6,430 - 6,540 - +110 +731

25 0.4 110 1.7 △24 - △134 △49

195 3.3 200 3.1 120 1.8 △80 △75

100 1.7 110 1.7 42 0.6 △68 △58

12.13 - 4.41 - △7.72

809.47 - 831.03 - +21.56

（注）期中平均株式数（連結）　　2004年10月中間期　8,297,520株  2005年10月中間期　9,705,583株　　

１株当たり
純資産額（円）

1株当たり
当期純利益(円)

営業利益

経常利益

中間純利益



事業別実績の推移

※連結中間期※ （単位：百万円）

※ハワイウォーターを省略してHWと記載しております。（以下同じ）

2004/10
中間実績

2005/10
中間計画

2005/10
中間実績

計画比
（％）

前期比
（％）

売上高 5,809 6,430 6,540 +1.7 +12.5

LPガス 5,480 5,780 5,909 +2.2 +7.8

HW 329 650 631 △2.9 +91.7

売上総利益 2,244 2,500 2,484 △0.6 +10.6

LPガス 2,044 2,130 2,127 △0.1 +4.0

HW 200 370 356 △3.7 +77.7

営業利益 25 110 △24 - -

LPガス 10 10 △87 - -

HW 14 100 63 △37.0 +350.0



半期毎事業別売上高推移
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事業別営業利益推移
※連結※（百万円）
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キャッシュフロー分析

（単位：百万円）
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※連結中間期※

04/10 05/10

営業活動　　　309　　 　△216

投資活動　　   　△58　　　412

財務活動　 　  22  △1,283

期末残高 　1,526　  1,218



売上高は前期比7.8%増加

売上総利益は前期比4.1%の増加

・販売単価の上昇及び販売数量の増加

・LPガス仕入価格高騰により利益率は、低下

営業利益は前期比減少
・サービス体制強化のための人的先行投資

・営業権獲得等の先行投資に伴う償却負担を中
心とする経費増

ＬＰガス事業



仕入価格への影響

CP価格推移
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売上高は前期比約２倍の伸び

売上総利益も増加

・顧客数の順調な増加

・増収効果

営業利益も増益

・増収効果

・但し減価償却費・人件費が増加

ハワイウォーター事業



 

  

横浜ストックヤードと配送車両 イベント出店

広告宣伝・イベント参加による認知度アップ
ストックヤードの拡充

当期の重点施策



顧客獲得件数の増加　１０月末　3.2万件

　　　（８月に過去月間増加最高を記録）

04　ｻｰﾊﾞｰ実績 05　ｻｰﾊﾞｰ実績 05　ｻｰﾊﾞｰ計画

04　ﾎﾞﾄﾙ実績 05　ﾎﾞﾄﾙ実績 05　ﾎﾞﾄﾙ　計画

HW販売数２期比較
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通期予想

2005年4月期
（実績）

2006年4月期
（予想）

増減
増減率
(%)

売上高 14,135 16,000 +1,865 +13.2

営業利益 700 610 △90 △12.9

経常利益 1,094 800 △294 △26.9

当期純利益 616 440 △176 △28.6
1株当たり当期純利益(円) 63.13 22.75
1株当たり純資産額(円) 816.23 425.00
１株当たり配当金（円） 20.00 10.00
ROE（％） 8.2 5.3
＊ROE（株主資本当期純利益率）は期中平均株主資本を用いて計算しております。

＊2005年4月期の１株当たり情報は期中実施の株式分割（1：30）が期首に行われたと仮定して算出しております。

＊2006年4月期予想の１株当たり情報は期中実施の株式分割（１：２）が期首に行われたと仮定して算出しております。

（単位：百万円）※連結※



今後の重点施策と戦略

2006年４月期下半期

及び

次期に向けて



ＬＰガス事業

湾岸直送を梃子とした新規販売店の
獲得、更にＭ＆Ａ（営業権の獲得）に
注力

ＧＰＳ・ＰＤＡによる業務支援システム
の稼働率アップ

ホームサービス事業の本格稼動と
　 リフォーム業務への注力

サービス体制の強化



流通経路の単純化 一度に配送する量

の増加

エリア内における

配送密度の向上

（１）湾岸直送システムなど物流合理化のもと、

　　 低コスト化・便利さを拡大し、競争力を強化

湾岸直送方式の積極的拡大

ベルシステム
アルミ容器軽量化

ＴＡＳＫ

業務支援システム



　（２）ＬＰガス価格

家庭用ＬＰガスの小売価格の推移

小売価格の構成（価格構成）

新規参入の増加

卸売業者による小売のM&Aの増加
収益性の悪化に対する対応

小売：一定価格

卸売：CIFに連動した販売価格で交渉
小売：一定価格

卸売：CIFに連動した販売価格で交渉

小売 64.1％

卸売 20.0％

輸入元売 2.2％

輸入価格 13.7％

小
売
価
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出所：日本LPガス協会

エネルギー
同士の競争増加

約80％を
占める
流通経費
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出所：石油情報センター   各年６回（偶数月）の調査の平均値

◆規制緩和による価格競争の激化



　（３）事業エリアのLPガス消費世帯数
　

100万未満

100万～150万

150万以上

出所：日本エルピーガス連合会

LPガス消費世帯数

※　横浜市と川崎市はそれぞれ市として一区分

5,000以下

5,000-10,000

10,000-50,000

50,000-100,000

100,000以上

出所：神奈川県防災局工業保安課

神奈川県での当社シェアーはナンバー１神奈川県での当社シェアーはナンバー１



ユーザー、社内、作業者間に、単一のシステムによるシームレスなネットワークを構成

無線（PDA)Network網無線（無線（PDA)NetworkPDA)Network網網
デジタルMCA網デジタルデジタルMCAMCA網網

ＧＰＳにより

位置情報送信

作業ステータス送信

全車両の動態管理

⇒業務支援の充実

クイックレスポンス
を実現

⇒ＰＤＡ利用による現場

からのリアルタイム情報

本部・横浜コールセンター本部・横浜コールセンター本部・横浜コールセンター

ＧＰＳ・ＰＤＡによる業務支援システムの稼働率アップ



顧客顧客

リフォーム

エアコン
クリーニング

電球の取替え

GPS・PDAを利用した
業務支援システム

＜課題＞

◆ホームサービスの本格的
な展開

◆訪問する専門職のスキル
アップ

＜課題＞

◆ホームサービスの本格的
な展開

◆訪問する専門職のスキル
アップ

トーエルトーエル

台所
クリーニング

植木の水やり

ＧＰＳ・PDAを利用した業務支援システム構築の中で、タイムリー
な対応が可能となり、ビジネスチャンス拡大が期待できる

ホームサービス事業の本格稼動とリフォーム業務



ＨＷ事業

顧客獲得への注力と配送体制の強化

顧客獲得キャンペーンと法人営業への注力

効果的な広告宣伝活動の追及

需要の拡大



ミネラルウォーター市場の動向

出所：日本ミネラルウォーター協会
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日本の水販売の検討
と調査を開始

ＨＷと同品質・低価格

３ガロンボトル販売の
検討

お客様層拡大への対応



需
要

冬　　　春　　　夏　　　　秋　　　　冬

　HAWAII
　WATER

LPガス

季　　節

ＬＰガス事業と水事業の需要期

年間の利益を平準化することを目標とする

事業ポートフォリオを意識して

季節変動による上・下期の売上格差を縮小



株主還元

安定配当

事業拡大のための内部留保を充実

配当性向３０％以上を目途



ご静聴ありがとうございました。

　　　　　　　　　　株式会社トーエル

　　　　　　　　　　代表取締役社長　稲永　稔

役員一同　

お問い合わせ先
経営企画室長（ＩＲ事務責任者）　　江美　孝
〒223-8510　横浜市港北区高田西一丁目５番地２１号
ＴＥＬ（045）592-7777　FAX（045）593-3259
E-mail　k-kikaku@toell.co.jp
http://www.toell.co.jp/



本資料に関するご注意

　本資料の目的は、当社への理解を深めていただく
ための一般的なIR情報を提供することで、投資勧
誘を目的としたものではありません。また、予想数
値につきましては、発表日現在において入手可能
な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な
要因に係る本資料発表日現在における仮定を前
提としております。実際の業績は今後様々な要因
によって大きく異なる結果となる可能性があります。
よって投資に関する決定は、情報利用者ご自身
の判断によりお願い致します。


